
採苗袋の投入時期です！採苗袋の投入時期です！採苗袋の投入時期です！採苗袋の投入時期です！
・・・・ 県北部地区は、すでに採苗袋の投入時期に入っていると思われます。県北部地区は、すでに採苗袋の投入時期に入っていると思われます。県北部地区は、すでに採苗袋の投入時期に入っていると思われます。県北部地区は、すでに採苗袋の投入時期に入っていると思われます。
・・・・ 付着期の大型幼生のほか、中小型幼生も出現しており、試験付着期の大型幼生のほか、中小型幼生も出現しており、試験付着期の大型幼生のほか、中小型幼生も出現しており、試験付着期の大型幼生のほか、中小型幼生も出現しており、試験採苗採苗採苗採苗器器器器

へのホタテ稚貝の付着も順調です。へのホタテ稚貝の付着も順調です。へのホタテ稚貝の付着も順調です。へのホタテ稚貝の付着も順調です。
・・・・ なお、ムラサキイガイ等の雑貝の幼生が増加傾向にあります、ご注意なお、ムラサキイガイ等の雑貝の幼生が増加傾向にあります、ご注意なお、ムラサキイガイ等の雑貝の幼生が増加傾向にあります、ご注意なお、ムラサキイガイ等の雑貝の幼生が増加傾向にあります、ご注意

ください。ください。ください。ください。

《調査結果の概要》 調査日：5月21,22日（前回調査日は5月14,15日）
・ 調査地点の表層水温は１２．０～１３．０℃（前回9.7～10.0℃）、１０ｍ水温は１０．８～１１．７℃

（前回9.3～9.7℃）でした。
・ ホタテ浮遊幼生は、唐桑砂子浜では、大型（付着期）幼生が３０～１０８個（前回3～33個）、中

小型が１５８～７１４個（前回11～78個）と大幅に増加しました。
また、唐桑砂子浜の試験採苗器へのホタテ稚貝の付着（5/14～21の8日間）は３８３～５６０個

と、前回（12～35個・5/7～14の8日間）よりも大幅に増加しました。
・ 本吉蔵内でも大型幼生が３６個（前回10個）、中小型幼生が７１７個（前回44個）と大幅に増加

しています。
また、本吉蔵内の試験採苗器へのホタテ稚貝の付着（5/15～22の8日間）は４４１個と前回（

111個・5/8～15の8日間）よりも大幅に増加しました。
・ 歌津泊でも、大型幼生が３４個、中小型幼生が３９１個と、順調に出現しています。
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表 浮遊幼生調査結果

ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ他 付着稚貝数

250ﾐｸﾛﾝ以下 250ﾐｸﾛﾝ以上 幼生数 個体／袋

（小型～中型） （大型） 個体/ｍ3 （投入日-回収日）

唐桑砂子浜
（岸側）
５／２１

13.0/10.8 714 108 412
383

（5/14-5/21）

唐桑砂子浜
（沖側）
５／２１

12.2/11.1 158 30 62
560

（5/14-5/21）

本吉蔵内
５／２２ 12.0/11.5 717 36 77

441
（5/15-5/22）

歌津泊
５／２２  12.3/11.7 391 34 55 -

調　査　海　域
（調査月日）

水温（℃）
表層／１０ｍ

ホタテガイ浮遊幼生数　個体/ｍ3


